
（注）　１　本表の数値は，各庁からの報告に基づくものであり，概数である。
　　　　２　平成１５年及び平成１６年は，整形外科及び形成外科の個別の概数は把握していない。
　　　　３　複数該当する場合は，それぞれに計上した。
　　　　４　本表の数字は，各診療科における医療事故の起こりやすさを表すものでないので，注意されたい。

診療科目別新受件数の割合
（平成１７年・全国）
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